
No. 3

16 － 12
21 － 9
9 － 26

18 － 14
－
－
－

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 8 0 1 6 2 4 * 9 1 3 0
* 8 0 3 2 0 5 * 14 0 7 0
* 15 0 5 5 1 6 0 0 0 0

2 0 1 0 0 7 0 0 0 0
0 0 0 0 1 8 * 11 1 4 0

* 2 0 1 0 0 9 4 0 2 0
- - - - - 10 0 0 0 0

10 2 2 0 0 11 - - - -
4 0 1 2 2 12 * 8 0 4 0

* 15 3 2 2 4 13 7 1 1 2
- - - - - 14 0 0 0 0
- - - - - 15 * 8 0 3 2
     16 0 0 0 0
     17 - - - -
     18 - - - -
     19 - - - -
     20 - - - -
     21 - - - -
          
          

 コーチ
64 5 16 17 10 61 3 24 4

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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 渡邊　真一郎 

 藤原　成輝 

第1ピリオド：和歌山クラブはハーフコートマンツーマン、山口教員はハーフコートゾーンで試合開始。
両チームとも序盤から激しいディフェンスでプレッシャーをかけ、お互い譲らない。和歌山クラブ16-12
山口教員で第1ピリオド終了。
第2ピリオド：激しいプレッシャーをかける和歌山クラブが、スティールからの得点を重ね、一気に点差
を広げる。山口教員は流れを変えることができず、我慢の時間が続く。和歌山クラブ37-21山口教員
で前半終了。
第3ピリオド：山口教員は体を張ったリバウンドでボールを支配し、流れを大きく引き寄せる。思うよう
にシュートが決まらない和歌山に対し、山口教員は、大量得点で追い上げる。残り15秒、山口教員#5
が速攻から得点を決めついに逆転。和歌山クラブ46-47山口教員で勝負の行方は最終クォーター
へ。
第4ピリオド：両チーム粘りのディフェンスを見せ、一進一退の攻防が続く。お互い譲らず、逆転に次ぐ
逆転のシーソーゲームとなる。残り8秒で和歌山クラブの#13が3Pシュートを決めリードを奪う。これが
決勝点となり、和歌山クラブ64-61山口教員で和歌山クラブが競り勝った。
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 石田　啓介 

 三池　将隆 

 廣中　俊 

 辰本　将和 
 隅廣　敬太郞 
 北本　久展 

 冨永　拓貴 

 野口　翔 

 平　　晃知 

○

64

期　　　日： 2013(H25)年11月3日 (日)

開始時間： 10:00

NO.

 

 宮村　　悠 

 

 中岡　佑太 

選手名
 知念　恭平 
 劉　瑾 

山口教員団●

61

(クラブ１)

和歌山クラブ

(教員２)

 西村　悠 

F
4
2 福永　俊輔 

 枝折　康孝 
選手名
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 大黒　友輝 
 峯尾　　守 
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FT:

合計
 江川　　宏  / TEAM
 

合計
 枝折　健吾  / TEAM

スターター

 高木　智也 

 

 川本　賢一 
 髙橋　悠 

 宮崎　　潤 
 三井　峻輔 

 末岡　大樹 

 井上　卓哉 

 柳本　博紀 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第９回全日本社会人バスケットボール選手権大会
東日本大震災復興支援

広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）　Cコート

男子 1回戦

主審：

副審：

 

芳賀　聡 

北川　浩三 

担当者：鳥越 一馬（（財）広島県バスケットボール協会） (公財)日本バスケットボール協会

 
 

  
 

3ポイントシュート 2ポイントシュート


